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論文内容要旨
 緒言:
 生体内の間葉系綴胞は,分化の程度や分裂能により可逆的分裂終了細胞に分類されている。老
 個体では若い細胞の混在も否定でぎず生体内での間葉系細胞の加齢変化を経時的に観察するのは
 園難である。ヒトのセメント質は,歯根象牙質を被い,歯を歯槽骨に歯根膜を介して圃養する役
 割をもつ石灰化した結合組織で,永久歯では,生理的には持続的に添加される。そのためセメン
 ト質の形成にあずかり,硬緯織中に埋入される間葉系細胞であるセメント細胞は,象牙質に近い
 ほど早顛に埋入されたことを示している。本研究では,セメント細胞の生体内における位置から
 みた経時的な加齢変化を微細購造的に観察した。
 材料郭よび方法:
 ヒトの9歳から73歳までの矯正時における抜蜜永久歯臼歯の新鮮例および剖検例160歯を用い
 た。技歯後ただちに,2.5%グルタールアルデヒドと2.0%パラホルムアルデヒドで固定した。観
 察部位は,根尖側工/3および根分岐部セメント質とした。光学顕微鏡による観察を行い,明らか
 に病的な部位を除外した。4%翼DTA脱灰および非脱灰切片を作成し,Ho個のセメント細胞
 を透過型電子顕微鏡にて観察した。形態計測は細胞,核,細胞小器官(ミトコソドヲア,粗面小
 胞体)について行なった。
 結果:
 セメント細胞の数はセメント質表贋に多く,象牙質側に肉かうほど減少傾向を示した。細胞,
 核,細胞質の次ぎさは加齢により減少傾向を示した。核は加齢に伴い歯根膜側から象牙質側へ位
 置の移動がみられた。加齢とともに濃縮クPマチンが増加した。細胞質の大ぎさの変化は核に比
 べ大ぎかった。ミトコンドヲア,粗面小胞体は加齢により断面積は減少傾向を示した。ゴルジ装
 置は加齢により不用瞭となった。空胞,ライソゾーム様顆粒は加齢により増加した。中心小体は
 加齢に対しよく保たれていた。加齢により大型の細胞は小器官に乏しく空胞に富み,小型の細胞
 の粗面小胞体は保たれる傾向があった。加齢により細胞死をみるセメント小腔内には核の遺残,
 ミトコンドリア様構造物,微綴線維状物質が多くみられた。
 考察および結語:
 セメント細胞の数が象牙質側に廊って減少傾向を示したが,セメント質が血管をもたない組織
 であるため,歯根膜側からの距離の増大が栄養供給の減少をもたらしたと考えられた。細胞,核,
 細胞質の大きさの減少傾向,濃縮ク獄マチンの増加,ミトコノドリアや粗面小胞体の減少傾向,
 空胞,ライソゾーム様顆粒の増加は,いずれも加齢に伴う機能の低下を示唆した。核の位置の移
 動は,埋入に伴うセメント芽細胞からセメント細胞への分化を意味した。セメント質深暦で腫大
 性と萎縮性に変化する細胞の二つに分かれるのが顕著になったが,細胞内小器官の藤見より機能
 的に異なった加齢変化であると考えられた。
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審査結果要旨
 本論文は,ヒトの生体内での間葉系細胞である永久歯セメント綴胞の加齢変化を解萌するため
 に,人体材料で形態学的手段を用いて詳細に検索したものである。
 間葉系緬胞は,老個体では,一般に長期間生存した綴胞と若い細胞とが混在し,加齢変化を経
 時的に観察するのは,困難である。ヒトのセメント質は,生理的には持続的に添加されるので,
 セメンi・綴胞は象牙質に近いほど早期にセメント質内に埋入されたことを示している。それ故,
 セメント質表面からのセメント細胞の距離が埋入後の時間を表現している。光学顕微鏡的には,
 セメント質深履のセメント細胞の壊死性変化が過去に報告されているが,時間病理学的な検索は
 なされていない。本論文では,ヒト9歳から73歳までの正常永久歯160歯を用いて,固定,年齢,
 観察部位を明確にし,セメント細胞の位置からみた経時的な変化を形態計測を併罰して,微細構
 造的に観察している。
 本論文によると,根尖側1/3および根分岐部セメント質を観察部位とし,検索した110のセメン
 ト細胞の分布に関しては,セメント質表層20μ嫌までに約50%みられたとしている。セメント細
 胞の成熟過程では,分散ク・マチンの目立つ核の位置は歯根膜側から象牙質側へと局在が移動す
 る蔭向を示した。加齢により,セメント細胞の核は,濃縮ク・マチンが増加し,細胞質とともに,
 小型化する傾向を示した。細胞小器官では,ミトコンドリア,糧面小胞体,ゴルジ装置は減少を
 示し,空胞,ライソゾーム様顆粒は増加を示した。中心小体はよく保たれ,間葉系細胞としての
 潜在分裂能力を有していたとしている。加齢により,セメント小腔には,セメント細胞の核の遺
 残,ミトコンドリア様構造物および微細線維状物質をみる細胞死が増加するとともに,大型の細
 胞では小器官に乏しく空胞の目立つ広い細胞質をもつ腫大性変化が著しく,小型の細胞ではセメ
 ント小腔の狭小化を伴い粗面小胞体の保たれた萎縮性変化が著しい二つの型が認められたとして
 いる。腫大性変化は,歯根膜からの距離の増大に伴う栄養障害による慢性損傷の結果で,萎縮性
 変化は,粗面小胞体がよく保たれていることより持続的な基質産生による結果であり,両者は機
 能的に異なった加齢変化であると考察している。
 以上本論文は,ヒト新鰭抜去歯を構い,固体を構成じている細胞のうち,可逆的分裂終了細胞
 である間葉系細胞の加齢変化を解明するうえで,多くの知見を得ている。とくにセメント質形成
 に関与するセメント細胞を胴い,その埋入した位置と環境の特徴を捉えて,細胞の加齢変化を,
 形態計測法を用いて定量化し,微細構造的に観察し,明確にしたことは,歯周絽織の構造と機能,
 細胞の老化,歯周疾患における今後の重要な問題に寄与するところが大きい。よって本論文は歯
 学博士の学位授与に値するものと認める。
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